
第
一
章

本
稿
の
目
的
は
こ
れ
ま
で
全
く
研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
大
宝
寺
義
氏

の
動
向
を
、
関
連
史
料
の
分
析
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
彼
の
動
向
が
最
も
知
ら
れ
る
由
利
侵
攻
を
め
ぐ
っ
て
、

由
利
衆
、
下
国
氏
と
津
軽
氏
と
の
外
交
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と

で
あ
る
。 は

じ
め
に

問
題
の
所
在

第
一
節
大
宝
寺
氏
の
先
行
研
究

ま
ず
、
簡
単
に
先
行
研
究
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。
出
羽
庄
内

大
宝
寺
氏
を
素
材
と
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
幕
府
の
遠
国
政
策
の
特
徴

(

）

）

（

2
)
 

を
論
じ
る
家
永
遵
嗣
氏
と
杉
山
一
弥
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
戦
国
期
に
突
入
し
た
後
の
大
宝
寺
氏
の
動
向
に
力
点
を
置
い
た
研

(
3
)

（

4
)
 

究
と
し
て
、
粟
野
俊
之
氏
と
菅
原
義
勝
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

粟
野
氏
は
、
大
宝
寺
氏
が
上
杉
氏
に
従
属
し
な
が
ら
も
、
出
羽
国
の

独
立
し
た
国
人
と
い
う
性
格
を
有
す
る
存
在
で
あ
り
、
土
佐
林
氏
と
同

盟
関
係
を
持
ち
、
そ
の
権
力
自
体
を
「
大
宝
寺
氏
を
優
位
と
す
る
土
佐

林
•
砂
越
・
来
次
の
四
氏
に
よ
る
連
合
体
制
」
と
捉
え
て
い
る
。

菅
原
氏
は
大
宝
寺
氏
と
庄
内
諸
勢
力
と
の
関
係
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
た
上
、
少
な
く
と
も
天
文
初
期
に
は
、
紛
争
解
決
と
い

う
非
常
時
事
態
に
対
す
る
庄
内
諸
氏
は
、
自
治
意
識
を
以
て
対
処
す
る

と
し
、
大
宝
寺
氏
権
力
を
過
大
に
評
価
で
き
な
い
と
し
て
粟
野
氏
の
見

解
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
大
宝
寺
氏
を
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
側
面
か
ら
大
宝
寺
氏

大
宝
寺
義
氏
の
戦
争
と
外
交

ー
由
利
侵
攻
を
手
掛
か
り
に
ー

胡

偉

権
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を
取
り
上
げ
る
も
の
と
し
て
、
最
近
で
は
、
義
光
の
南
出
羽
統
一
戦
争

(
5
)
 

過
程
を
追
究
す
る
保
角
里
志
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
、
天
文
＼
永
禄

期
に
お
け
る
越
後
と
庄
内
の
関
係
を
詳
細
に
検
討
し
、
特
に
本
庄
繁
長

を
中
心
に
据
え
、
当
該
期
の
下
越
小
泉
荘
と
庄
内
の
地
域
的
関
係
を
検

(
6
)
 

討
し
た
阿
部
哲
人
氏
の
研
究
や
、
惣
無
事
令
を
見
直
す
た
め
、
最
上
氏
・

上
杉
氏
に
よ
る
庄
内
の
領
有
問
題
を
事
例
と
し
て
、
検
討
を
加
え
る
竹

井
英
文
氏
の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

右
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
周
辺
勢
力
と
中
央
権
力
と
の
関
係
を
中

心
に
室
町
中
期
か
ら
戦
国
初
期
ま
で
の
庄
内
大
宝
寺
氏
の
動
向
は
あ
る

程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
課
題
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
特
に
元
亀
天

正
期
に
お
け
る
大
宝
寺
氏
の
動
向
に
関
す
る
分
析
は
ま
だ
十
分
と
は
い

え
な
い
。

そ
れ
は
、
大
宝
寺
氏
に
関
す
る
史
料
的
制
約
は
か
な
り
大
き
く
、
大

宝
寺
義
氏
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
に
史
料
が
あ
る
程
度
現
存
す
る
と
は

い
え
、
関
連
史
料
の
分
析
が
未
だ
進
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
ま
ず
、
由
利
侵
攻
の
問
題
点
を
把
握
し
、

続
い
て
義
氏
の
関
連
史
料
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
を
行
っ
た
上
で
、
由

利
侵
攻
の
過
程
と
義
氏
の
動
向
、
さ
ら
に
侵
攻
自
体
の
歴
史
的
位
置
づ

け
の
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
二
節
由
利
侵
攻
の
問
題
点

義
氏
の
由
利
侵
攻
に
つ
い
て
は
、
近
年
の

(
8
)
 

「
本
荘
市
史
」

を
は
じ

(
9
)

（

10) 

め
、
最
近
の
「
能
代
市
史
j

と
『
横
手
市
史
』
な
ど
の
通
史
編
関
連
部

分
に
お
い
て
、
必
ず
と
言
え
る
ほ
ど
特
筆
さ
れ
る
一
節
で
あ
る
が
、
各

自
治
体
史
で
は
、
義
氏
の
由
利
侵
攻
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
天
正

十
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
義
氏
が
翌
天

正
十
一
年
に
自
害
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
遡
る
だ
け
で
、
特
に
史
料
的

検
討
が
加
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
影
響
で
、
関
連
史
料
の
年

代
比
定
が
混
乱
し
て
お
り
、
複
数
の
出
来
事
が
絡
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
実
関
係
を
誤
認
し
た
問
題
が
あ
る
。
拙
稿
A
で
は
、
通
説
の
義
光
が

下
国
氏
に
連
挑
を
呼
び
か
け
、
天
正
十
五
年
に
大
宝
寺
氏
を
滅
そ
う
と

し
た
こ
と
は
、
義
氏
が
亡
く
な
っ
た
以
降
の
出
来
事
で
あ
り
、
大
宝
寺

義
氏
と
は
関
係
な
い
こ
と
を
立
証
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
義
氏
の
由
利

侵
攻
は
義
光
の
村
山
郡
•
最
上
郡
に
お
け
る
対
反
義
光
派
の
戦
争
は
同

時
期
に
進
行
し
て
い
な
が
ら
も
、
互
い
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
由
利
侵
攻
自
体
は
大
宝
寺
氏
の
領
国
拡
大
戦
争
で
あ

る
と
一
面
的
に
捉
え
ら
れ
る
き
ら
い
が
あ
り
、
戦
争
の
背
景
も
専
ら
義

氏
の
領
国
拡
大
の
野
心
に
求
め
ら
れ
が
ち
で
、
庄
内
と
由
利
・
秋
田
・

仙
北
な
ど
の
周
辺
地
域
と
の
連
動
を
、
よ
り
広
角
的
な
視
点
で
検
討
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
拙
稿
B
で
は
、
か
つ
て
義
氏
が
倒
し
た
土
佐
林
禅
棟
は
、

由
利
、
下
国
氏
と
小
野
寺
氏
に
友
好
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
由
利
郡
内

の
紛
争
や
、
小
野
寺
氏
と
下
国
氏
の
対
立
を
介
入
す
る
な
ど
、
多
面
に
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わ
た
る
活
躍
を
見
せ
た
こ
と
か
ら
、
禅
棟
時
代
の
庄
内
は
周
辺
地
域
と

の
平
和
的
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
、
一
次
史
料
の
検
討
を
通
じ
て

(12) 

明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
か
ら
浮
上
し
て
き
た
も
う
一
っ
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
義
氏
の
由
利
侵
攻
の
背
景
は
何
だ
っ
た
か
、
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
禅
棟
の
勢
力
を
泊
し
た
義
氏
は
、
禅
棟
の
方
針

に
反
し
て
、
由
利
侵
攻
を
行
っ
た
結
果
、
下
国
氏
と
の
戦
争
が
引
き
起

こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
最
上
義
光
の
村
山
郡
•
最
上
郡
の
戦

争
と
、
同
じ
頃
下
国
愛
季
に
よ
る
両
安
藤
氏
の
一
統
、
さ
ら
に
下
国
氏

と
縁
戚
関
係
を
持
つ
浪
岡
氏
を
滅
ぽ
し
た
津
軽
氏
の
台
頭
と
と
も
に
、

戦
国
後
期
出
羽
全
域
の
情
勢
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
出
来
事
で
あ

(13) 

る
と
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
の
ち
に
検
討
す
る
も
の
だ
が
、
由
利
侵
攻
に
よ
っ
て
義
氏
は

下
国
氏
と
の
対
戦
に
突
入
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
由
利
郡
、
下
国
氏
、
仙

北
小
野
寺
氏
と
同
郡
の
国
人
領
主
た
ち
の
間
も
断
続
的
な
対
立
状
態
に

(14) 

陥
っ
た
こ
と
も
重
要
な
出
来
事
と
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
変
化
は
無
関
係
な
個
別
の
出
来

事
で
は
な
く
、
む
し
ろ
関
連
性
の
高
い
一
連
の
政
治
問
題
と
し
て
把
握

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
義
氏
の
由
利

侵
攻
の
性
格
は
も
っ
ぱ
ら
義
氏
の
野
望
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
北
・

中
出
羽
全
体
と
い
う
広
い
範
囲
で
見
寵
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
由
利

侵
攻
を
糸
口
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
動
を
よ
り
深
く
解
明
す
る
こ
と

は
、
戦
国
後
期
出
羽
国
、
特
に
日
本
海
側
の
政
治
動
向
の
再
把
握
に
も

第
二
章

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
関
連
史
料
の
解
読
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
史
料
制
限
の
問
題
は
深
刻
で
あ
り
、
由
利
侵
攻
の
関
連
史
料
に
つ

い
て
も
、
大
半
は
義
氏
の
関
係
文
書
に
頼
る
し
か
な
い
。
次
節
で
は
、

そ
の
分
析
検
討
を
進
め
た
い
。

大
宝
寺
義
氏
の
発
給
文
書

現
時
点
で
は
義
氏
の
受
給
文
書
は
伝
来
し
な
い
た
め
、
発
給
文
書
を

中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
で
に
『
鶴
岡
市
史
古
代
中

世
史
料
集
j

（
以
下
は
「
鶴
岡
」
）
は
現
存
す
る
大
宝
寺
義
氏
の
発
給
文

書
を
ほ
ぼ
全
数
収
録
し
て
お
り
、
合
計
二
十
七
点
に
の
ぽ
る
。

そ
の
ほ
か
、
「
鶴
岡
」
に
未
収
録
の
史
料
は
、
宮
城
県
の
「
大
郷
町

(15) 

史
」
所
収
す
る
一
点
と
、
「
秋
田
藩
諸
士
系
図
』
に
所
収
す
る
鮎
川
氏

系
図
に
あ
る
書
状
写
一
点
を
含
め
て
、
現
存
す
る
義
氏
の
発
給
文
書
は

(16) 

二
十
九
点
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
そ
れ
を
表
ー
に
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、

以
下
の
義
氏
文
書
は
番
号
で
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節
内
容
分
類
と
特
徴

義
氏
文
書
の
う
ち
、
写
し
は
十
五
点
で
、
半
数
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
、
十
点
は
秋
田
藩
旧
蔵
文
書
か
秋
田
藩
関
連
史
料
に
収

録
さ
れ
て
お
り
、
宛
先
は
由
利
衆
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
由
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表 1 大宝寺義氏発給文書一覧

文雷書号（＂鰤 ti) 隼月8 寛先 看名 紐 A暑え 詑押／花日 雷止文言 所重先・出輿

1 250 4月19B 鮎 91山櫨守 曇 璽量 會状 花押印 恐●識冒 漏田霞立す問贄謂露

2 292-2 6月24B 爾疇葦 大宣＊曇 璽葦 ●状 花 A 恐々.言 躙1B市立..Ill費籍戴， 巧7 10月1●日 欝卜疇欝 塵属朧氏 璽瓢 璽上書 花"Ill 豪々朧言 音喜多蒙文雷／籠代市史

4 258 11月5日 鮎 91山櫨守 羹氏 ／ 雷状 ／ 恐々 ■言 軟1HIll嶽鼠Jl雷（写）． 259 11月17日 飴Ill霞 羹 ／ 雷状 ／ 恐●朧冒 秋山爆蠍誡Jl曇〇）． 匹0 鰤月20日 正平寺侍者中 大宝寺畿氏 ／ 冑状 ／ 恐々鼈白 秋“過掌誡火曾（写）

7 263 5月20日 真螢対鳥守 曇氏 墾量 雷状 花押B 恐々謹言 東大学史料編IlliYr鼠屠合文雷． 2 6月28日 着屋霞 羹氏 ／ •状 花押印 恐々朧冒 執U熾叡II文愕）． ,., 8月278 ＊庄霞参 大宝寺曇 璽量 ●状 ／ 患●霞言 庄内古文日膨耳出

10 2 .. 3月21日 渋谷ふらIiinIJIll 羹氏 璽瓢 雷状 ／ 塵冒 稟東大学史1'1嗣Bill誡鷲合文冑

11 270 正月11日 不 置 ／ 雷状 ／ 恐●璽言 軌潤贈皐滅人儡（写）

12 271 7月B 不 羹氏 ／ 冑 ／ 恐々朧言 瀾田市・儘人戴

13 272 10月16日 日（＊）聾左宜亮殿(?) 羹 ／ 胄状 ／ 朧言 量lt言富上杉爾轟饂愕）

1● 279 天正4隼3月218 9J、II左這戴 ／ （雹＂のみ） ／ Illnu“ ／ 不 大泉璽騎 ('.I;)

15 274 9月168 不騨（渾輻瓜厠力） 大宝寺曇氏 ／ 雷状 ／ 恐々朧言 験田璽雷舅亀3（写）

16 216 大止●寧12月19日 ＊（東） ＊褥門阿壽 nrrr ／ か / 屋代古冨上杉 0)  

17 27● 不 乙需ヤ青曹 畢愕し） ／ 雷状 ／ かしく 鶏肋編（写）

18 285 9月9日 轄田膿貼サ絨 畿氏 ／ 雷状 花檸印 恐々朧言 I鴫
19 函 天正9年17月5日 戸霞中襲少輔霞 曇氏 ／ 雷状 ／ 朧言 軌出爆撃嵐又曾(,;:)

20 289 天正9年？7月12日 金 畿氏 ／ ●状 ／ 恐々圃言 執樹晨巌鼠XII（写）

21 299 天正10年？1月118 傘石見守どの 曇 ／ 雷状 ／ 置言 執1BJII叡誡人母（写）

22 483-1 元亀ヽ 年9月7日 長寺 畿 紐 安嗜伏 花欝印 者の如＇

＂ 29 483-2 元亀ヽ 年9月1日 長寺 曇氏 折 安嗜状 花冑印 書也．の如 ＂創鳳』

2ヽ ‘“ 元亀“no月2B 景寺 羹 折畿 彎羞状 花欝印 書也伍如

＂ 25 ●●9 天正2年9月1日 (IBII|)八蝙大夫 ／ （花樗のみ） 折概 警遭状か 雹檸〇 書也．＂叫 『鶴質』

29 4●● 天正4年9月10日 轟圃胡 轟氏 折誕 彎遣状 花＂印 者也．の如' ＂鰤胃』

27 下ー179 8月18日 爾順斎 大宝寺羹氏 聾瓢 雷状 花"^ 恐々璽冒 ＂馴叫
29 渥U日1 改止11年） 6日 今泉震 躙£k, 肇載 , 恐々璽冒 覇編3,. 遍加2 •月 22 日 餡111111 曇氏 ／ 雷状 ／ 塁々羅言 軌田露譜士畢圃（写

1参奪資精 I

亘 器＿芸一郎 霞
鱚代市史

饂代市史

鯵代市史

躙閾市立mOO箇露

ー
利
衆
が
江
戸
時
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
秋
田
藩
士
と
し
て
存
続
し
た
た
め
、

関
係
史
料
が
残
存
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
内
容
か
ら
分
類
す
る
と
、
安
堵
•
寄
進
・
知
行
の
支
配
文

書
は
七
点
で
、
残
る
二
十
二
点
は
書
状
と
大
別
で
き
る
。
そ
し
て
、
安

堵
•
寄
進
・
知
行
の
支
配
文
書
七
点
を
見
る
と
、
内
訳
は
寺
院
宛
の
安

堵
•
寄
進
状
は
合
わ
せ
て
五
点
、
宛
先
は
長
泉
寺
（
三
点
）
、
田
川
八

幡
神
社
宛
と
義
勝
坊
宛
は
そ
れ
ぞ
れ
一
点
あ
り
、
そ
の
ほ
か
家
臣
や
国

人
宛
の
所
領
安
堵
や
恩
賞
は
各
一
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
検
討

を
進
め
た
い
。

実
名
と
官
途

こ
こ
で
は
、
次
の
〈
史
料
一
〉
の
『
大
日
本
国
出
羽
国
大
泉
庄
当
家

藤
原
前
七
代
系
図
」
（
以
下
、
『
系
図
』
）
を
通
じ
て
義
氏
に
関
す
る
記

載
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
系
図
に
お
け
る
義
氏
の
部
分
に
該
当
す

(17) 

る
部
分
を
見
よ
う
。

〈
史
料
一
〉

（
前
略
）
新
九
郎
殿
後
号
澄
江
庵
、
戒
名
浄
昌
、
道
号
瑞
川
、
無

之
実
名
、
其
御
子
息
四
郎
次
郎
殿
御
官
左
京
大
夫
、
受
領
出
羽
守
、

実
名
義
氏
、
舟
三
歳
而
御
切
腹
、
戒
名
浄
影
、
道
号
桃
翁
、
御
命

日
三
月
六
日
（
後
略
）
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図1 大宝寺氏系図
（「大日本国出羽国大泉庄当家藤原（殿）前七代系図jより推定、加策）

大宝寺淳氏

建氏

澄し

「三
団時 四郎

一説

政氏

鉛

）

九

ぼ

？・氏

ー
i
ー
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g
—
血
—
紐
ー
皿
ー
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浄尾

亮

江

京

澄

左

氏雄（砂越）

ビー一］
万奴丸 氏維

二］

本庄繁長

「
困長 義勝（のち充長）

I 

「
系
図
j

で
は
、
義
氏
の
通
称
が
四
郎
次
郎
と
し
て
い
る
が
、
参
考

④
の
本
庄
繁
長
宛
大
宝
寺
浄
昌
書
状
に
「
次
郎
」
と
見
え
る
。
た
だ
、
「
系

図
」
で
初
代
と
さ
れ
る
氏
平
を
は
じ
め
、
澄
氏
、
氏
説
、
晴
時
、
晴
時

の
弟
の
四
郎
某
、
さ
ら
に
後
の
本
庄
繁
長
の
次
男
で
大
宝
寺
氏
を
継
い

だ
義
勝
は
い
ず
れ
も
通
称
は
「
四
郎
次
郎
」
か
「
四
郎
」
で
あ
る
か
ら
、

浄
昌
書
状
の
「
次
郎
」
は
「
四
郎
次
郎
」
の
略
称
の
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
『
系
図
」
で
は
、
義
氏
の
官
途
は
左
京
大
夫
・
出
羽
守
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
次
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ち
な
み

に
、
義
氏
文
書
を
見
る
限
り
で
は
、
署
名
は
殆
ど
「
義
氏
」
、
「
藤
原
義

氏
」
、
「
大
宝
寺
義
氏
」
で
あ
る
。

後
述
す
る
が
、
近
隣
大
名
の
史
料
で
、
愛
季
の
子
で
あ
る
秋
田
実
季

が
下
国
氏
の
歴
史
を
書
き
綴
っ
た
覚
書
で
あ
る
「
湊
・
檜
山
合
戦
覚
書
」

で
も
、
「
大
宝
寺
卜
云
ハ
、
羽
黒
山
ノ
別
当
也
。
大
宝
寺
ノ
ヤ
カ
タ
ト

云
テ
家
高
也
。
コ
ト
ニ
義
氏
ハ
名
将
卜
云
々
」
と
し
、
「
大
宝
寺
ノ
ヤ

(18) 

カ
タ
（
屋
形
）
」
と
あ
る
だ
け
で
、
官
途
を
言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

愛
季
の
家
臣
で
あ
る
蠣
崎
阿
陀
入
道
の
書
状
で
は
「
大
宝
寺
殿
」
と
し

(19) 

て
い
る
。

こ
の
状
況
は
、
同
国
の
最
上
義
光
も
同
様
で
、
お
そ
ら
く
戦
国
後
期

の
段
階
に
、
遠
隔
地
の
出
羽
で
は
大
名
の
官
途
へ
の
熱
心
が
低
下
し
、

実
力
と
従
来
の
家
柄
だ
け
で
も
十
分
な
効
果
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
史
料
を
見
る
と
、
大
宝
寺
氏
が
織
田
信
長
に
御
馬
を
進
上
し
た

-47-

Akita UniversityAkita University



2
 

記
事
が

「信
長
公
記
」
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
官
途
拝
領
の
き
っ

(21
)
 

か
け
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
北
の
下
国
愛
季
の
従
五
位

叙
任
の
事
例
を
考
慇
す
れ
ば
、
大
宝
寺
氏
も
同
じ
な
処
遇
を
受
け
て
い

(”ー
〉

た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

花
押
と
花
押
印

義
氏
の
花
押

・
花
押
印
の
使
用
を
詳
し
く
み
る
と
、
義
氏
の
花
押
は

二
釉
類
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

⑦
は
唯

一
の
異
例
で
、
そ
れ
以
外

は
同
じ
形
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
用
例
が
多
い
の
を

A
型

と、

⑦
の
を

B
拗
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

B
型
花
押
が
川
い
ら
れ
た
⑦
の
内
容
は
⑥
と
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
だ

が、

⑥
は
A
型、

⑦
は
B
型
が
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
⑦
の
宛
先
の
真
槌

対
馬
守
は
小
野
寺
氏
の
家
臣
だ
が
、
他
の
文
内
に
お
い
て
義
氏
は
自
分

の
家
臣
宛
の
杓
状
に
も
、
他
家
の
家
臣
宛
の
屯
い
状
に
も
A
型
を
使
用
す

る
こ
と
を
一
虹
し
て
い
る
か
ら
、
な
ぜ
⑦
文
四
だ
け
が

B
型
が
使
わ
れ

る
か
は
、

現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
略
押
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

花
押
印
に
つ
い
て
、
形
状
は
花
押
A
塑
と
酷
似
す
る
こ
と
が

一
目
瞭
然

で
あ
る
。

さ
ら
に
、

大
宝
寺
氏
当
主
で
は
検
出
で
き
な
い
が
、
拙
稿
A
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
義
氏
以
前
に
庄
内
で
権
勢
を
誇
っ
た
土
佐
林
禅
棟
の
文

掛
に
も
鼎
形
印
卒
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
方
、
義
氏
の
文
因
で
は
、
現
時
点
で
は
、
印
卒
の
使
川
例
が
確
認

図2 義氏花押 A
で
き
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
花
押
、
あ
る
い
は
版
刻
花
押
は
用
い
ら
れ

る
が
、
現
存
文
科
の
過
半
は
写
し
で
あ
り
、
か
つ
類
例
が
ま
だ
少
な
い

た
め
、
そ
の
全
容
と
使
い
分
け
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

と
は
い
え
、
出
羽
国
に
お
い
て
は
、
印
卒
を
使
用
す
る
形
跡
が
ま
っ

た
く
見
当
た
ら
な
い
大
名
権
力
は
義
氏
の
ほ
か
、
北
の
下
国
氏
と
隣
国

の
小
野
寺
氏
も
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

当
時
印
窪
の
使

用
が
広
範
に
浸
透
し
て
い
る
南
奥
羽
、
少
な
く
と
も
、
近
隣
の
伊
達
氏

も
最
上
氏
も
、
隣
国
の
越
後
で
も
、
花
押

•

印
窪
の
併
用
が
多
く
み
ら

れ
る
こ
と
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。
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義
氏
の
書
札
礼

続
い
て
、
義
氏
の
書
札
礼
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
す
べ

き
は
、
宛
所
の
位
置
か
ら
義
氏
が
所
用
す
る
書
札
礼
の
特
徴
で
あ
る
。

類
例
が
最
も
少
な
い
謹
上
書
を
見
る
と
、
③
は
花
押
印
が
捺
さ
れ
、
署

名
は
「
藤
原
義
氏
」
と
な
っ
て
い
る
。

③
の
文
末
に
「
猶
巨
細
土
佐
林
入
道
所
可
申
入
候
」
と
い
う
文
言
を

考
慮
す
る
と
、
こ
の
書
状
は
義
氏
が
家
督
相
続
を
き
っ
か
け
に
楼
氏
へ

の
最
初
の
挨
拶
と
し
て
、
謹
上
書
を
採
る
も
の
と
想
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ
し
て
、
義
氏
の
発
給
文
書
の
宛
所
を
見
る
と
、
③
は
謹
上
書
の
ほ

か
、
前
記
の
②
面
）
は
い
ず
れ
も
宛
所
が
日
付
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
他
の
書
状
は
、
日
付
の
高
さ
か
ら
二
文
字
程
低
い
位
置

に
あ
る
。

さ
ら
に
、
宛
所
に
付
け
ら
れ
る
敬
称
「
殿
」
の
字
を
み
る
と
、
③
湊

氏
宛
の
文
書
で
は
真
の
字
の
「
殿
」
で
、
本
庄
繁
長
宛
の
書
状
で
は
「
殿
」

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
代
わ
り
に
、
宛
所
の
「
雨
順
斎
」

の
下
の
脇
付
に
「
参
」
、
「
御
宿
所
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
由
利
国
人
の
鮎
川
山
城
守
（
④
）
、
岩
屋
朝
盛
と
思
わ
れ
る

岩
屋
某
（
⑧
）
、
仙
北
国
人
の
前
田
薩
摩
守
（
⑱
)
、
さ
ら
に
小
野
寺
氏

と
従
属
関
係
を
持
つ
今
泉
某
宛
害
状
（
⑳
）
の
「
殿
」
字
は
や
や
草
書

体
の
漢
字
と
な
る
。
前
出
の
小
野
寺
氏
家
臣
と
さ
れ
る
真
壁
対
馬
守
宛

の
書
状
（
⑦
）
、
土
佐
林
禅
棟
の
旧
臣
と
思
わ
れ
る
渋
谷
次
右
衛
門
尉

宛
の
書
状
（
⑩
）
の
「
殿
」
は
仮
名
の
「
と
の
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

書
状
写
は
、
慎
重
な
扱
い
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
「
殿
」

の
字
が
漢
字
体
に
な
る
の
は
、
⑤
⑬
両
面
）
で
、
い
ず
れ
も
周
辺
の
国
人

領
主
あ
る
い
は
そ
の
家
臣
で
あ
っ
て
、
「
と
の
」
と
な
る
の
は
⑳
で
小

野
寺
氏
家
臣
の
金
石
見
守
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
殿
」
の
字
と
書
止
文
言
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
⑬
日
野

左
京
亮
、
⑲
戸
蒔
中
務
少
輔
宛
の
書
状
で
は
「
殿
」
の
字
＋
「
謹
言
」

の
み
で
、
⑳
金
石
見
守
宛
の
書
状
で
は
「
と
の
」
＋
「
謹
言
」
と
な
る
。

そ
の
他
は
本
庄
繁
長
宛
の
も
の
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
「
殿
」
字
＋
「
恐
々

謹
言
」
と
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
他
勢
力
宛
の
義
氏
書
状
の
形
式
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
写
し
で

は
判
断
に
苦
し
む
が
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
竪
紙
が
使
わ
れ
る
こ
と
も

興
味
深
い
。
た
だ
、
他
の
大
宝
寺
氏
当
主
の
類
例
が
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
比
較
で
き
な
い
が
、
土
佐
林
禅
棟
も
同
じ
傾
向
を
示
す
こ
と
を

考
え
る
と
、
義
氏
も
そ
の
影
孵
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ち
な
み
に
近
隣
の
有
力
勢
力
へ
の
対
応
を
見
る
と
、
義
氏
か
ら
小
野

寺
氏
当
主
宛
の
書
状
が
現
存
せ
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
、
小
野
寺
氏
家
臣

宛
の
書
状
が
数
通
現
存
す
る
。
お
そ
ら
く
義
氏
か
ら
小
野
寺
氏
へ
の
連

絡
は
そ
の
家
臣
を
通
じ
る
方
法
が
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
詳
細

は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
横
手
市
史
」
が
指
摘
し
た
両
家
の

関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
義
氏
は
小
野
寺
氏
に
も
丁
寧
な
扱
い
を
し
て
い

る
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
義
氏
の
書
札
礼
に
つ
い
て
判
明
し
た
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
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の
よ
う
に
な
る
。

(
l
)
由
利
、
仙
北
国
人
、
そ
し
て
小
野
寺
氏
家
臣
に
は
や
や
目
下

の
扱
い
を
取
る
の
に
対
し
、
湊
氏
と
本
庄
繁
長
に
は
よ
り
丁

寧
な
書
札
礼
を
用
い
、
書
札
礼
の
差
別
化
が
あ
る
程
度
明
ら

か
に
な
る
。

(
2
)
現
存
状
況
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
下
国
氏
宛
の
義
氏

文
書
は
ま
っ
た
く
残
さ
れ
て
こ
な
い
こ
と
は
、
義
氏
が
家
督

を
継
い
だ
と
た
ん
、
両
氏
は
す
ぐ
対
立
状
態
に
陥
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(
3
)
由
利
衆
に
対
し
て
は
、
現
存
史
料
で
は
い
ず
れ
も
薄
礼
化
を

進
め
な
が
ら
も
、
他
家
家
臣
、
自
家
勢
力
下
の
家
臣
宛
の
書

札
礼
と
比
べ
、
一
定
的
な
配
慮
を
払
う
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

(
4
)
義
氏
文
書
の
中
で
は
上
杉
謙
信
、
景
勝
と
の
交
流
が
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
一
方
、
参
考
④
の
浄
昌
花
押
が
為

景
の
そ
れ
に
酷
似
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
義
氏
は
前
代

よ
り
の
越
後
へ
の
強
い
意
識
を
受
け
継
げ
な
が
ら
も
、
本
庄

繁
長
に
格
別
な
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
上
杉
氏
（
謙
信
、

景
勝
）
よ
り
も
、
近
隣
の
本
庄
氏
の
ほ
う
を
重
視
す
る
よ
う

(23) 

に
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

や
や
煩
雑
な
が
ら
、
右
の
分
析
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
書
止
文
言
、

「
殿
」
の
字
、
そ
し
て
宛
所
の
高
さ
の
違
い
を
考
察
し
た
結
果
、
義
氏
は
、

他
家
の
身
分
と
家
格
を
き
ち
ん
と
意
識
し
て
、
相
応
し
い
文
書
様
式
を

取
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、
他
家
宛
の
文
書
は
、
身
分
に
よ
っ
て
は
礼

の
厚
簿
に
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
文
書
の
様
式
は
安
定
し
て
維
持

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4

安
堵
•
寄
進
・
知
行
の
支
配
文
書

本
小
節
で
は
義
氏
文
書
の
う
ち
、
数
少
な
い
支
配
関
係
の
文
書
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。
ほ
か
の
奥
羽
大
名
と
同
様
、
義
氏
の
支
配
文
書
は

残
存
が
著
し
く
少
な
く
、
七
点
し
か
な
い
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
宝
寺

氏
の
滅
亡
と
も
関
係
す
る
が
、
現
存
す
る
文
書
を
見
る
と
、
寺
社
宛
の

五
点
の
安
堵
•
寄
進
状
に
は
大
半
元
亀
末
期
＼
天
正
初
年
の
も
の
で
、

中
で
も
長
泉
寺
宛
の
三
点
は
い
ず
れ
も
元
亀
四
年
秋
に
一
気
に
発
給
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
寺
社
宛
の
支
配
文
書
は
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

⑫
で
は
「
依
種
々
御
懇
望
」
、
⑮
で
は
「
向
後
可
致
奉
公
旨
申
之
間
」

と
あ
る
よ
う
に
、
長
泉
寺
や
田
川
八
幡
神
社
の
懇
望
・
奉
公
の
申
し
入

れ
を
理
由
と
し
て
、
義
氏
が
安
堵
す
る
も
の
だ
か
ら
、
家
督
相
続
の
初

期
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
は

大
宝
寺
氏
当
主
（
禅
棟
含
み
）
の
支
配
文
書
は
義
氏
ま
で
し
か
遡
れ
な

い
た
め
、
義
氏
の
寺
社
支
配
の
内
容
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
家
臣
・
国
人
宛
の
安
堵
、
知
行
状
は
二
点
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
。
当
該
期
大
宝
寺
氏
の
家
政
機
関
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

特
に
よ
く
注
目
を
浴
ぴ
て
い
る
の
は
⑯
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
は
反
乱
を
行
い
、
失
敗
し
た
来
次
孫
四
郎
（
氏
秀
）
宛
の
知
行

状
で
、
大
宝
寺
氏
の
支
配
の
脆
さ
を
指
摘
す
る
に
は
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
史
科
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
読
む
と
、
「
今
度
逆
心
仕
以
来
、
手
前
之
慮
外
以
分
別
、

在
城
井
館
前
之
地
、
両
河
内
、
其
外
之
所
指
揚
候
間
、
塩
味
之
上
、
前

河
…
宛
行
候
」
と
あ
る
。
事
情
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
反
乱
が
失

敗
し
た
来
次
氏
秀
は
そ
の
お
詫
び
と
し
て
居
城
と
そ
の
周
辺
、
さ
ら
に

「
両
河
内
」
な
ど
の
領
地
を
差
上
げ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
前
川
な
ど
は

替
地
と
し
て
義
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

通
説
で
は
、
来
次
氏
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
氏

は
氏
秀
を
許
し
、
成
敗
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、

義
氏
権
力
の
脆
弱
性
が
露
呈
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
来
次
氏
が
自
ら
領
地
を
差
し
出

す
の
に
対
し
、
義
氏
が
替
地
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。

来
次
氏
は
土
佐
林
氏
と
砂
越
氏
と
と
も
に
、
大
宝
寺
氏
を
支
え
る
有

カ
勢
力
の
一
っ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
天
正
六
年
(
-
五
七
八
）
の
こ
と
で
、
土
佐
林
氏
は
す

で
に
没
落
し
、
砂
越
氏
に
つ
い
て
は
動
向
不
明
で
は
あ
る
が
、
現
存
史

料
で
は
庄
内
へ
干
渉
す
る
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
下
国
氏
の
庇

護
下
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
残
る
来

次
氏
を
こ
の
事
件
を
通
じ
て
義
氏
は
自
分
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

来
次
氏
の
所
領
は
ど
う
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
大
宝

寺
氏
は
下
国
氏
と
由
利
郡
の
支
配
を
め
ぐ
る
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
由
利
へ
の
入
口
に
位
置
す
る
来
次
氏
の
所
領
を

接
収
し
、
改
め
て
来
次
氏
に
分
散
す
る
替
地
を
与
え
た
こ
と
は
、
そ
の

勢
力
を
削
り
、
大
宝
寺
氏
の
北
上
戦
略
の
道
を
開
け
た
狙
い
が
あ
る
極

め
て
重
要
な
措
置
と
い
え
る
。

右
の
検
討
を
通
じ
て
、
義
氏
期
の
大
宝
寺
氏
支
配
に
対
す
る
通
説
を

若
干
検
討
し
て
み
た
。

史
料
的
制
約
の
た
め
、
義
氏
の
支
配
策
は
そ
れ
以
上
論
じ
る
こ
と
で

き
な
い
が
、
義
氏
の
支
配
策
は
徹
底
的
な
弾
圧
も
あ
れ
ば
、
必
要
を
応

じ
、
柔
軟
な
措
置
を
も
講
じ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
後
世
に
伝
わ
っ
た
「
悪

屋
形
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
や
や
異
な
る
一
面
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

第
三
章

文
書
か
ら
見
る
義
氏
の
外
交

前
節
で
は
、
関
連
史
料
の
整
理
を
通
じ
て
義
氏
の
発
給
文
書
の
特
徴

と
そ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
外
交
と
支
配
策
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、
義
氏
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
引
き
続
き
関
連
史

料
を
検
討
し
て
み
た
い
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
義
氏
の
発
給
書
状
の
多
く
は
由
利
衆
、
小
野
寺

氏
と
下
国
氏
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
竹
井
氏
ら
の
反
乱
を
鎖
圧
し
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た
こ
と
で
、
権
力
確
立
を
果
た
し
た
義
氏
は
由
利
支
配
を
め
ぐ
り
、
小

野
寺
氏
、
下
国
氏
と
の
衝
突
が
生
じ
、
積
極
的
に
由
利
方
面
の
進
出
を

乗
り
出
し
た
こ
と
に
密
接
す
る
と
見
て
よ
い
。
以
下
は
、
そ
れ
ら
の
史

料
を
検
討
し
つ
つ
、
当
時
の
様
相
を
復
元
し
て
み
る
。

第
一
節
義
氏
と
小
野
寺
氏
・
下
国
氏
の
関
係

こ
こ
で
は
、
ま
ず
庄
内
と
仙
北
小
野
寺
氏
、
下
国
下
国
氏
の
関
係
を

整
理
し
て
お
き
た
い
。
拙
稿
B
で
は
、
禅
棟
時
代
、
少
な
く
と
も
永
禄

年
間
ま
で
は
小
野
寺
氏
と
湊
下
国
氏
の
関
係
が
友
好
で
あ
り
、
小
野
寺

氏
と
湊
氏
、
引
い
て
下
国
氏
の
対
立
に
禅
棟
が
積
極
的
に
介
入
し
て
い

た
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。

義
氏
時
代
に
な
る
と
、
前
掲
し
た
書
状
③
で
示
し
た
よ
う
に
、
義
氏

は
当
初
、
禅
棟
時
代
の
政
策
を
踏
襲
し
た
こ
と
を
見
せ
た
。
だ
が
、
そ

の
後
は
両
者
の
交
流
が
不
明
と
な
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
間
、
下
国
愛
季

に
よ
る
湊
氏
と
下
国
氏
の
一
体
化
が
行
わ
れ
、
元
亀
元
年
(
-
五
七

0
)

頃
の
盟
島
休
心
の
乱
の
鎮
圧
に
よ
っ
て
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
小
野
寺
氏
、
下
国
氏
、
豊
島
氏
、
そ
し
て
小
介
川
氏
の
関

係
を
語
る
関
連
史
料
は
一
っ
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
年
未
詳
極
月
三

日
小
野
寺
輝
道
宛
下
国
愛
季
書
状
写
（
参
考
②
）
で
あ
る
。
や
や
長
文

で
あ
る
が
、
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

[
史
料
2
]
参
考
②

態
之
御
音
問
畏
入
候
。
①
伯
豊
嶋
悪
逆
無
道
之
取
置
候
之
条
、
去

秋
已
来
此
津
仁
馬
立
候
。
然
者
数
年
申
談
首
尾
与
云
、
預
加
勢
度

之
旨
令
申
候
ツ
、
新
城
千
代
丸
御
芳
志
之
者
二
候
間
、
従
彼
所
及

使
僧
候
キ
、
②
双
方
無
余
儀
由
候
而
、
無
事
之
儀
被
仰
立
候
処
、

羽
根
川
其
外
相
返
し
候
へ
由
承
候
。
言
語
道
断
覚
外
二
候
。
就
中

従
赤
宇
曽
彼
地
還
被
申
候
徒
連
共
、
請
取
不
申
候
。
将
亦
御
刷
近

郡
無
其
隠
之
旨
、
被
露
紙
面
尤
候
欺
。
愛
季
出
馬
是
又
同
前
二
候

哉
。
只
今
御
扱
嘆
ヶ
敷
次
第
候
。
御
塩
味
此
時
候
。
殊
一
揆
一
人

進
退
相
絶
候
者
、
外
聞
不
可
然
之
由
候
、
如
御
意
之
一
揆
壱
人
儀

二
候
処
、
無
題
目
二
和
泉
守
如
此
之
御
分
別
如
何
候
哉
。
是
等
式

之
儀
、
何
方
二
も
有
成
敗
事
候
。
③
幾
度
出
雲
守
被
指
越
候
共
、

目
々
木
荒
町
最
由
利
内
へ
相
渡
候
地
被
仰
候
者
、
御
返
事
申
間
敷

候
。
豊
嶋
御
下
知
二
不
随
候
者
、
先
々
御
扱
延
引
候
而
、
五
三
年

も
様
鉢
御
覧
候
而
可
然
候
。
御
入
魂
之
故
心
腹
不
残
申
述
候
。
御

懇
書
之
趣
祝
着
之
至
候
。
猶
新
城
よ
り
可
被
申
候
間
、
不
能
審
候
。

恐
々
謹
言
。

追
而
申
候
、
④
小
介
河
殿
申
合
之
儀
、
庄
内
徒
無
余
俄
意
趣
二

側
彼
舎
弟
某
奉
公
之
義
可
被
及
聞
召
候
。
羽
根
川
之
地
他
郡

ヘ
相
渡
儀
無
之
候
。
彼
小
介
河
前
々
小
野
寺
之
御
奉
公
被
申
候

紺
、
御
思
案
肝
要
二
候
。
恐
々

極
月
三
日

下
国
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小
野
寺
殿

愛
季
（
花
押
影
）

こ
の
史
料
は
愛
季
か
ら
小
野
寺
氏
宛
の
書
状
写
で
、
同
時
期
の
小
野

寺
氏
当
主
は
、
輝
道
に
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、
同
書
状
写
に
は
、
幾
つ

の
事
実
が
判
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
の
年
代
は
①
の
「
去

秋
已
来
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
亀
元
年
の
豊
嶋
休
心
の
乱
の
翌
年
、
す

な
わ
ち
元
亀
二
年
(
-
五
七
一
）
の
も
の
と
見
て
よ
い
。
②
の
前
半
で
は
、

「
双
方
無
余
鏃
由
候
而
、
無
事
之
儀
被
仰
立
候
」
と
、
騒
乱
の
際
に
小

野
寺
輝
道
は
愛
季
と
休
心
の
対
立
を
調
停
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
②
の
後
半
「
羽
根
川
其
外
相
返
し
候
へ
由
承
候
。
言
語
道
断

覚
外
二
候
。
就
中
従
赤
宇
曽
彼
地
還
被
申
候
徒
連
共
、
請
取
不
申
候
」

と
愛
季
は
輝
道
か
ら
羽
根
川
な
ど
の
地
の
返
還
、
そ
し
て
赤
宇
曽
氏
に

あ
る
地
を
返
さ
せ
よ
う
と
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
吐
露
し
た
。

ま
た
③
で
は
、
輝
道
は
更
に
愛
季
に
対
し
て
、
目
々
木
、
荒
町
な
ど

の
地
を
由
利
へ
明
け
渡
す
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
豊

嶋
御
下
知
二
不
随
候
者
」
と
、
元
々
、
輝
道
は
豊
嶋
氏
に
要
求
し
て
い

た
が
、
豊
嶋
氏
が
倒
さ
れ
た
今
、
代
わ
り
に
愛
季
に
要
請
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
愛
季
は
承
知
せ
ず
、
様
子

を
見
て
延
引
す
る
よ
う
に
と
輝
道
の
要
請
を
退
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
前
後
の
経
緯
が
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
が
、
上
記

の
史
料
か
ら
元
亀
元
年
頃
の
由
利
郡
小
介
川
氏
は
下
国
氏
と
小
野
寺
氏

双
方
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
④
の
「
彼
小
介
河

前
々
小
野
寺
之
御
奉
公
被
申
候
条
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
小
介
川
氏

（
赤
宇
曽
氏
と
も
、
以
下
は
赤
宇
曽
氏
に
統
一
）
は
も
と
も
と
小
野
寺

氏
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
当
主
と
そ
の
弟
が
そ
れ
ぞ

れ
小
野
寺
氏
と
下
国
氏
に
臣
従
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く

赤
宇
曽
氏
の
分
裂
か
、
あ
る
い
は
両
従
属
の
状
態
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

ち
な
み
に
、
同
じ
④
の
「
小
介
河
殿
申
合
之
儀
、
庄
内
徒
無
余
儀
意

趣
二
候
」
と
は
難
解
で
は
あ
る
が
、
赤
宇
曽
氏
は
庄
内
と
も
な
ん
ら
か

の
関
係
を
持
ち
、
そ
の
続
き
に
「
彼
舎
弟
某
奉
公
之
義
」
と
赤
宇
曽
氏

当
主
の
弟
は
愛
季
の
家
臣
に
な
っ
た
以
上
、
愛
季
は
彼
を
代
弁
す
る
立

場
に
立
っ
て
い
る
の
を
強
調
す
る
姿
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
‘
[
史
料
2
]
よ
り
下
国
氏
と
小
野
寺
氏
の
間
に
豊
嶋

休
心
の
乱
の
始
末
と
小
介
川
氏
を
中
心
と
す
る
係
争
が
焦
点
と
な
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
義
氏
側
の
史
料
か
ら
小
介
川
氏
の
問

題
は
ど
の
よ
う
に
映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

⑤
で
は
、
「
随
而
仙
北
之
儀
、
被
申
越
候
、
善
悪
不
申
合
候
而
不
叶

子
細
共
候
間
、
去
九
日
二
荷
雲
斎
を
以
小
野
寺
殿
へ
存
意
一
々
申
届

候
」
、
さ
ら
に
、
「
赤
曽
宇
へ
も
松
山
大
部
差
遣
候
」
と
あ
る
。

一
方
、
⑥
で
は
、
「
去
歳
以
荷
雲
斎
秋
田
和
融
之
取
刷
之
俄
」
と
、

義
氏
は
「
去
歳
」
か
ら
小
野
寺
氏
・
下
国
氏
の
和
睦
を
斡
旋
し
て
い
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
の
「
仙
北
之
儀
」
と
⑥
の
「
秋
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田
和
融
」
は
同
じ
こ
と
で
、
小
野
寺
氏
、
小
介
川
氏
（
赤
曽
宇
）
と
下

国
氏
の
軋
礫
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
⑥
の
「
去
歳
」
は
⑤

の
こ
と
を
指
す
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

[
史
料
2
]
の
「
庄
内
徒
無
余
儀
意
趣
二
候
」
と
は
、
三
者
間
の
軋

礫
は
庄
内
に
も
か
か
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
義
氏
は
そ
れ
を
理

由
と
し
て
使
者
を
そ
れ
ぞ
れ
小
野
寺
氏
と
赤
曽
宇
氏
の
許
へ
派
遣
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
も
う
一
っ
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
⑥
の
後
半
で
あ
る
。
そ

こ
に
「
将
又
豊
島
へ
自
春
中
可
及
音
信
段
存
候
得
共
（
中
略
）
彼
口
之

備
堅
固
候
哉
、
無
心
元
候
。
其
表
御
助
成
之
儀
、
可
為
肝
用
候
」
と
あ

り
、
「
豊
島
」
と
は
、
の
ち
に
豊
島
城
主
と
な
っ
た
湊
茂
季
、
あ
る
い

は
豊
島
休
心
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
前
半
の
「
秋
田
和
融
之
取
刷
」

と
「
其
表
御
助
成
之
儀
、
可
為
肝
用
候
」
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
義
氏
が

小
野
寺
氏
に
対
立
と
な
っ
た
茂
季
の
助
勢
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
か
ら
、
豊
島
休
心
と
解
釈
し
た
ほ
う
が
妥
当
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
当
時
の
義
氏
は
か
つ
て
禅
棟
時
代
の
よ
う
な
、
小
野
寺
氏

と
下
国
氏
の
対
立
に
中
立
的
立
場
に
立
っ
て
調
停
し
た
方
針
を
一
変
さ

せ
、
小
野
寺
氏
と
手
を
組
み
、
下
国
氏
に
反
乱
し
た
豊
島
休
心
と
も
連

携
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
義
氏
が
湊
・
檜
山
を
一
体

化
さ
せ
た
愛
季
の
さ
ら
な
る
強
大
化
を
菩
戒
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
元
亀
初
年
の
竹
井
氏
の
乱
に
関
係
す
る
⑧
で
は
、
義
氏
は
同

じ
由
利
衆
の
岩
屋
朝
盛
に
「
随
而
竹
次
身
命
相
続
度
候
由
候
て
、
従
仁

賀
保
種
々
及
維
候
段
候
。
此
境
赤
曽
宇
与
談
合
、
仁
賀
保
へ
急
度
一
行

相
伝
可
給
候
。
畢
覚
之
憑
入
之
外
無
他
候
」
と
、
竹
井
氏
の
赦
免
を
め

ぐ
り
、
義
氏
は
朝
盛
に
赤
曽
宇
氏
の
連
携
を
呼
ぴ
か
け
る
よ
う
に
依
頼

し
た
と
読
み
取
れ
る
。

そ
れ
を
見
る
限
り
、
当
初
、
大
宝
寺
氏
と
赤
曽
宇
氏
の
関
係
は
未
だ

悪
化
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
結
局
、
前
述
し
た
赤
曽
宇
氏
（
小

介
川
氏
）
の
去
就
問
題
に
よ
り
、
義
氏
は
⑲
に
「
小
介
河
退
治
」
と
掲
げ
、

「
彼
赤
曽
宇
之
地
諏
可
入
手
之
由
申
し
候
条
…
津
軽
口
へ
申
合
俄
候
間
、

向
秋
田
口
乱
入
之
餞
可
申
付
候
」
と
ま
で
宣
言
し
た
。
義
氏
に
と
っ
て
、

由
利
攻
略
の
主
軸
は
赤
曽
宇
氏
の
成
敗
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
下

国
氏
と
の
対
決
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
小
介
河
退
治
」
は
義
氏
の
由
利
侵
攻
の
引
き
金
に
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
小
野
寺
氏
と
仙
北
領
主
の
対
立
は
収
ま
ら
ず
、
義
氏

が
死
ぬ
ま
で
続
い
て
い
た
。
そ
れ
を
示
し
た
の
は
、
新
出
の
⑳
文
書
で

あ
る
。
そ
の
日
付
は
潤
正
月
六
日
と
あ
り
、
天
正
十
一
年
と
比
定
で
き

る
。
そ
こ
で
、
義
氏
は
「
以
山
田
朝
舞
同
心
郡
中
へ
被
顕
物
色
之
由
候

…
横
手
口
之
俄
も
床
敷
存
候
間
」
と
し
て
、
平
鹿
郡
の
領
主
と
思
わ
れ

る
今
泉
氏
に
情
報
を
求
め
て
い
る
。

以
上
の
整
理
に
基
づ
き
、
由
利
郡
を
め
ぐ
る
大
宝
寺
氏
と
小
野
寺
氏
・

下
国
氏
の
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

最
初
は
小
野
寺
氏
と
下
国
氏
の
間
に
は
赤
曽
宇
（
小
介
川
）
氏
の
帰
属
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な
ど
の
問
題
に
よ
る
対
立
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
庄
内
は
中
立
を
保

ち
続
け
て
き
た
が
、
仙
北
領
主
の
反
乱
に
悩
ま
さ
れ
た
小
野
寺
氏
は
、

地
域
に
お
け
る
影
智
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
湊
氏
を
合
体
さ
せ
た
下
国
氏
の
台
頭
が
顕
著
で
あ
り
、
勢
力

が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
危
険
視
す
る
義
氏
は
中
立
を

破
っ
て
、
小
野
寺
氏
に
加
担
し
、
さ
ら
に
表
に
出
て
、
下
国
氏
と
対
立

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
義
氏
は
由
利
制
圧
の
上
、
秋
田
方
面
へ
進
出
を

目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
大
宝
寺
氏
と
下
国
氏
の
戦
争
は
不
可
避
的
な
も
の
に

な
っ
た
。
次
節
で
は
、
そ
の
経
緯
を
史
料
検
討
に
基
づ
い
て
進
め
た
い
。

第
二
節
由
利
侵
攻
の
史
料

ま
ず
義
氏
の
由
利
侵
攻
に
関
連
す
る
史
料
の
年
代
比
定
を
検
討
し
た

い
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
関
連
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
無
年
号
文
書

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
関
係
を
探
る
に
は
、
よ
り
比
定
し
や

す
い
義
氏
の
由
利
侵
攻
の
最
終
段
階
か
ら
、
そ
の
経
緯
を
遡
っ
て
復
元

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
関
連
す
る
義
氏
文
書
は
か
な
り
長

文
で
あ
る
た
め
、
紙
幅
関
係
で
、
以
下
は
関
連
部
分
だ
け
を
掲
載
す
る

こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
関
連
地
名
は
図
2
で
表
示
す
る
。

さ
て
、
由
利
郡
を
め
ぐ
る
義
氏
と
愛
季
の
戦
争
は
、
天
正
十
一
年
義

氏
の
死
ま
で
続
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
の
状
況
を
は
っ
き
り
と

示
す
一
次
史
料
は
、
次
に
掲
げ
る
[
史
料
3
]
と
[
史
料
4
]
の
み
で

[
史
料
3
]
参
考
①

天
正
十
一
年
正
月
廿
二
日
岩
屋
町
破
候
刻
、
敵
討
捕
働
無
比
類
候

[
史
料
4
]
参
考
③

天
正
拾
年
新
沢
陣
、
於
権
現
堂
敵
夜
責
成
候
処
、
其
方
依
働
無
比

類
、
館
堅
固
二
持
置
、
剰
敵
数
多
討
捕
候
。

[
史
料
3
]
と
[
史
料
4
]
は
ヽ
愛
季
か
ら
家
臣
の
小
介
川
図
書
助

と
一
部
式
部
少
輔
に
充
て
ら
れ
る
感
状
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
戦
争
の
最

終
段
階
を
迎
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
次
の
[
史
料
5
]

は
更
に
具
体
的
な
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

[
史
料
5
]

一
、
愛
季
公
卜
義
氏
ト
ノ
心
口
戦
ノ
モ
ト
ハ
、
ユ
リ
十
二
頭
卜
云
テ
、

赤
尾
ツ
（
一
ノ
頭
也
）
ニ
カ
フ
滝
沢
、
岩
ヤ
、
内
越
、
カ
タ
ノ
プ
、

ア
イ
川
、
カ
イ
岡
、
ト
ウ
マ
イ
、
シ
モ
村
、
矢
島
、
小
石
、
カ
レ

ラ
也
。
此
ト
キ
義
氏
カ
ユ
リ
ヲ
可
随
卜
云
レ
タ
レ
ハ
、
ユ
リ
衆
悉

ク
同
心
シ
タ
ソ
。
ソ
コ
テ
愛
季
公
、
ユ
リ
カ
義
氏
ノ
領
ニ
ナ
レ
ハ
、

必
ス
我
国
モ
ア
ヤ
ウ
カ
ラ
ン
ト
思
テ
、
ユ
リ
ヘ
オ
シ
ョ
セ
、
カ
イ

岡
ナ
ト
ヲ
ハ
ハ
ッ
付
ニ
カ
ケ
、
ニ
カ
フ
、
内
越
、
イ
ワ
ヤ
等
ヲ
ハ

あ
る
。
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ロ
ウ
シ
ャ
ト
セ
ラ
レ
、
サ
テ
義
氏
と
愛
季
公
ト
ユ
リ
ノ
イ
ト
ヲ
ケ

山
、
ム
シ
カ
ケ
、
コ
ン
ゲ
ン
ダ
ウ
ナ
ト
云
所
力
、
合
戦
ノ
チ
マ
タ

ソ
。
及
数
度
テ
、
終
二
愛
季
公
利
ヲ
不
失
云
々
、
此
時
互
ニ
レ
キ

レ
キ
打
シ
ニ
。
ム
シ
カ
ケ
ハ
義
氏
方
ヨ
リ
ノ
ト
リ
デ
也
。

[
史
料
5
]
は
、
前
節
に
触
れ
た
秋
田
実
季
が
老
後
に
書
き
綴
っ
た

「
湊
・
檜
山
合
戦
覚
書
」
で
、
義
氏
と
愛
季
の
対
戦
を
理
解
す
る
根
本

史
料
で
も
あ
る
0

[
史
料
3
]
と
[
史
科
4
]
に
よ
る
と
、
義
氏
と
愛

季
の
対
戦
は
天
正
十
年
か
ら
十
一
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

交
戦
地
で
あ
る
「
岩
屋
」
、
「
新
沢
」
、
「
権
現
堂
」
は
、
い
ず
れ
も
[
史

料
5
]
に
も
登
場
す
る
か
ら
‘
[
史
料
5
]
は
か
な
り
事
実
に
近
い
こ

と
を
語
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
‘
[
史
科
3
]
と
[
史
料
4
]

の
地
名
か
ら
考
え
る
と
、
天
正
十
年
に
は
大
宝
寺
勢
は
現
在
の
由
利
本

荘
市
大
内
町
ま
で
侵
入
し
た
が
、
天
正
十
一
年
に
交
戦
地
が
岩
屋
町
と

な
り
、
お
そ
ら
く
大
宝
寺
勢
が
下
国
氏
に
大
内
町
地
方
か
ら
押
し
返
さ

れ
た
と
見
ら
れ
る
。

戦
争
に
対
す
る
実
季
の
認
識
で
は
、
父
の
愛
季
と
義
氏
の
戦
い
の
根

本
原
因
を
「
義
氏
カ
ユ
リ
ヲ
可
随
」
、
つ
ま
り
、
義
氏
の
野
望
が
起
因
だ
っ

た
と
断
じ
て
お
り
、
そ
れ
に
戦
う
愛
季
は
、
「
我
国
モ
ア
ヤ
ウ
カ
ラ
ン
」

と
実
季
が
捉
え
て
い
る
。

た
だ
‘
[
史
料
5
]
は
実
季
が
自
分
の
父
の
偉
大
さ
と
自
家
の
正
当

性
を
強
調
す
る
意
図
も
読
み
取
れ
る
か
ら
、
そ
の
証
言
を
少
し
割
り
引

い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
内
容
を
読
む
限
り
、
極
め
て
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ

て
、
戦
争
の
き
っ
か
け
な
ど
の
説
明
も
大
雑
把
に
書
い
て
い
る
だ
け
で
、

当
時
ま
だ
少
年
だ
っ
た
実
季
は
対
戦
の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

[
史
料
3
¥
5
]
に
よ
る
と
、
天
正
十
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て

の
段
階
で
は
、
大
宝
寺
勢
と
安
藤
勢
が
現
在
の
秋
田
県
岩
屋
町
と
大
内

町
に
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
残
る
課
題
は

そ
れ
よ
り
前
の
状
況
で
あ
る
。

既
出
の
史
料
を
読
む
限
り
、
大
宝
寺
勢
と
安
藤
勢
の
対
戦
は
、
ま
さ

に
一
進
一
退
の
状
態
と
い
っ
て
よ
い
が
、
各
自
治
体
史
で
は
、
他
の
関

連
史
料
を
す
べ
て
天
正
十
年
に
比
定
す
る
こ
と
は
、
や
や
妥
当
性
を
欠

く
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
か
ら
は
史
料
に
現
れ
る
地
名
を
手
掛
か
り
に
、

さ
ら
に
時
間
を
示
唆
す
る
文
言
な
ど
を
注
目
し
つ
つ
、
そ
れ
以
前
の
戦

況
推
移
を
復
元
し
て
み
る
。

ま
ず
、
前
出
の
愛
季
感
状
に
対
応
す
る
義
氏
側
の
史
料
は
、
次
の
[
史

科
6
]
と
考
え
ら
れ
る
。

[
史
料
6
]
⑳

当
年
之
事
者
、
一
方
向
二
下
油
利
口
之
儀
、
可
及
其
時
分
存
候
条
、

旧
冬
も
板
桶
山
之
陣
所
へ
及
加
勢
候
処
、
自
秋
田
之
取
手
へ
押
懸
、

内
木
戸
計
二
取
成
候
。
其
後
者
、
早
春
四
日
荒
沢
之
城
及
行
、
外
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[
史
料
6
]
は
、
小
野
寺
氏
の
家
臣
金
石
見
守
宛
の
義
氏
書
状
で
あ

る
。
傍
線
部
が
示
し
た
よ
う
に
、
義
氏
は
そ
の
時
「
下
由
利
」
に
進
軍

し
て
お
り
、
そ
の
年
の
早
春
四
日
に
「
荒
沢
之
城
」
を
攻
略
し
た
と
こ

ろ
と
い
う
。
そ
の
前
年
の
冬
（
「
旧
冬
」
）
に
も
「
板
桶
山
」
で
秋
田
勢

と
交
戦
し
た
こ
と
も
判
明
さ
れ
る
。

「
荒
沢
」
は
[
史
料
4
]
の
「
新
沢
」
の
こ
と
に
違
い
な
い
か
ら
、
[
史

料
6
]
の
年
代
は
天
正
十
年
(
-
五
八
二
）
の
も
の
と
比
定
で
き
る
。

そ
の
前
年
の
冬
に
戦
闘
が
あ
っ
た
と
す
る
「
板
桶
山
」
の
所
在
は
不
明

だ
が
、
お
そ
ら
く
新
沢
の
周
辺
に
あ
る
山
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

で
は
、
そ
の
前
の
進
軍
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
次
の
[
史
料

7
r
「
史
料

8
」
を
見
よ
う
。

[
史
料
7
]
⑲

中
由
利
之
面
々
二
申
付
候
。
則
赤
曽
~
岩
屋
ロ
ベ
相
動
…
為
先
~

一
家
外
様
家
中
之
者
共
少
々
相
添
差
遣
候
…
彼
赤
曽
宇
之
地
棘
可

入
手
之
由
申
し
候
条
…
津
軽
口
へ
申
合
俵
候
間
、
向
秋
田
口
乱
入

之
儀
可
申
付
候
…
秋
田
悉
属
静
謡
之
上
、
猶
以
甚
深
之
俄
可
申
合

之
由
心
得
肝
要
候
。

[
史
料
8
]
⑳

構
悉
打
破
焼
払
而
、
実
城
訊
二
成
候

⑪
去
凡
日
中
油
利
号
西
目
地
利
へ
及
進
陣
候
・
・
・
重
人
衆
下
之
候

間
、
彼
口
之
事
者
、
必
々
近
日
中
二
可
落
居
候
。
（
中
略
）
②
司
一

最
上
口
以
之
外
混
乱
之
儀
出
来
二
付
而
、
自
数
ヶ
所
当
庄
梱
望
、

分
而
号
山
辺
方
今
般
一
乱
之
物
主
二
候

[
史
料
7
]
の
日
付
は
七
月
五
日
で
あ
る
。
義
氏
は
戸
沢
氏
の
家
臣

戸
蒔
氏
に
赤
宇
曽
氏
は
岩
屋
方
面
に
攻
撃
し
た
た
め
、
「
一
家
外
様
家

中
之
者
共
」
を
先
勢
と
し
て
派
遣
し
た
と
述
べ
た
。

一
方
‘
[
史
料
8
]
の
日
付
は
七
月
十
二
日
で
あ
る
。
義
氏
は
仙
北

領
主
金
沢
氏
に
由
利
へ
進
軍
す
る
計
画
を
報
じ
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
の

七
月
八
日
に
、
大
宝
寺
勢
は
「
西
目
」
に
進
軍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
（
①
）
。
「
西
目
」
は
現
在
の
由
利
本
荘
市
の
西
目
と
比
定
で
き
る
。

続
い
て
②
に
お
い
て
は
、
同
時
期
の
最
上
氏
に
混
乱
を
極
め
て
お
り
、

「
山
辺
氏
」
は
義
氏
に
救
援
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
山
辺

氏
は
当
時
、
ま
だ
最
上
義
光
と
対
抗
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

が
、
天
正
九
年
半
ば
に
義
光
は
山
辺
南
部
を
知
行
と
し
て
与
え
た
形
跡

が
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
の
山
辺
氏
は
す
で
に
敗
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
‘
[
史
料
8
]
の
下
限
は
天
正
九
年
と
比
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
‘
[
史
料
7
]
と
[
史
科
8
]
は
い
ず
れ
も
七
月
の
出
来
事
で
ヽ

時
間
的
に
は
近
い
も
の
で
、
そ
の
内
容
も
極
め
て
関
連
す
る
と
み
ら
れ

る
か
ら
、
い
ず
れ
も
同
年
の
も
の
と
比
定
し
た
い
。

[
史
料
3
¥
8
]
か
ら
義
氏
の
侵
攻
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
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う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
正
八
＼
九
(
-
五
八
0
1

八一

）
頃
、
来
次
氏
を
降
伏
さ
せ
た
義
氏
は
由
利
侵
攻
を
本
格
的
に
始

め
た
0

[
史
科
7
]
を
発
給
す
る
天
正
九
年
七
月
当
時
、
赤
宇
沿
氏
の

岩
屋
攻
隙
に
対
応
す
る
た
め
、
義
氏
は
先
に
家
中
の
者
を
派
造
し
た
が
、

数
日
後
、
彼
自
身
も
出
陣
し
て
‘
[
史
科
8
]
の
「
西
目
」
ま
で
進
軍

し
て
、
赤
宇
曽
氏
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
[
史
科
6
]

で
示
し
た
よ
う
に
、
大
宝
寺
氏
に
よ
る
赤
宇
曽
氏
攻
略
は
成
功
し
た
と

見
ら
れ
、
そ
の
後
に
北
上
し
て
当
年
の
冬
に
「
板
桶
山
之
陣
所
」
へ
の

加
勢
を
し
、
下
国
氏
と
対
戦
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
天
正
十
年
か
ら
翌
十

一
年
に
か
け
て
岩
屋
と
新
沢
の
辺
り
下

国
勢
と
激
突
し
た
こ
と
に
至
り
、
当
時
の
戦
況
の
詳
し
く
は
知
ら
な
い

も
の
の
、

「裕

・
柏
山
合
戦
此
苦
」
が
「
互
ニ
レ
キ
レ
キ
打
」
ち
と
、

一
進

一
退
の
激
戦
と
見
ら
れ
る
。

第
三
節
義
氏
と
大
浦
（
津
軽
）
為
信
の
交
流

大
宝
寺
氏
は
由
利
佼
攻
を
始
め
た
と
こ
ろ
に
、

「秋
田
悉
屈
静
謡
」

と
掲
げ
る
よ
う
に
、
も
は
や
小
野
寺
氏
の
代
理
戦
争
で
な
く
、
下
国
氏

の
滅
亡
を
図
り
、
秋
田
地
方
の
制
圧
を
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
義
氏
が
由
利
征
伐
と
共
に
、
下
国
氏
の
北
に
台

頭
し
た
津
軽
為
信
（
当
時
は
大
補
氏
と
称
す
る
）
と
も
連
携
を
模
索
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

図3 大宝寺勢進軍路線（復元推定）

国土地理院 20万分 1地形図「秋田」に加箪
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[
史
料
9
]
⑮

去
々
年
已
往
以
渡
海
互
二
委
申
承
之
事
…
其
後
其
元
兵
革
之
鏃
…

度
々
勝
利
之
由
候
、
特
号
浅
瀬
石
地
、
其
外
十
余
ヶ
城
降
参
之
間
、

大
光
寺
之
城
際
迄
被
押
詰
之
由

「
浅
瀬
石
」
、
「
大
光
寺
」
の
攻
略
と
は
、
為
信
の
千
徳
氏
攻
略
を
指

す
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
『
永
禄
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
為
信
の
大
光
寺

攻
略
は
天
正
一
＿
一
年
(
-
五
七
五
）
頃
と
し
て
い
る
か
ら
‘
[
史
料
9
]

(26) 

は
天
正
四
年
(
-
五
七
六
）
の
も
の
と
比
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
去
々
年
」
は
大
宝
寺
氏
と
津
軽
氏
の
交
流
開
始
は
天
正
二
年
に
さ
か

の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
前
後
の
両
氏
の
交
流
を
示
す
も
の
は
⑱
と
前
掲
の
[
史
料
7
]

（
⑲
）
で
あ
る
。
⑱
で
は
「
津
軽
之
手
前
相
募
候
而
、
檜
山
堺
号
八
森

地
被
則
之
由
候
」
と
あ
り
、
津
軽
勢
と
下
国
氏
は
「
八
森
」
近
辺
に
衝

突
が
あ
っ
た
と
い
う
情
報
を
義
氏
が
前
田
氏
に
確
か
め
よ
う
と
し
て
い

る。
こ
こ
の
「
八
森
」
は
、
下
国
氏
の
史
料
で
は
、
「
深
浦
口
逆
意
」
が

見
え
る
か
ら
、
津
軽
氏
と
下
国
氏
の
対
立
に
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
「
八

Q
“
)
 

森
」
と
は
現
在
の
能
代
市
深
浦
八
森
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
‘
[
史
料
9
]
の
続
き
に
「
彼
口
へ
及
音
信
度
候
へ
共
、
遠
路
与
云
、

其
口
路
次
番
難
渋
候
与
云
、
遅
延
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
宝
寺
氏
は

陸
路
を
通
じ
て
津
軽
氏
の
交
流
と
の
連
絡
を
試
し
た
が
、
失
敗
し
た
よ

う
だ
0

[
史
料
9
]
の
「
以
渡
海
互
二
委
申
承
」
か
ら
、
お
そ
ら
く
双

方
は
や
は
り
海
路
で
連
絡
を
保
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
‘
[
史
料
7
]
（
⑲
）
「
津
軽
口
へ
申
合
儀
候
間
、
向
秋
田
口

乱
入
之
儀
可
申
付
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
氏
は
津
軽
氏
と
連
携
し
て
、

「
秋
田
悉
属
静
謡
」
を
図
り
、
下
国
氏
を
挟
み
撃
ち
す
る
こ
と
を
金
沢

氏
に
告
げ
た
。

さ
て
、
⑱
の
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
[
史
科
9
]
か
ら

大
宝
寺
氏
と
津
軽
氏
の
交
流
は
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
に
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
津
軽
氏
が
下
国
氏
と
の
関
係
悪
化
の
き
っ
か
け
は

天
正
六
年
(
-
五
七
八
）
頃
の
浪
岡
氏
没
落
に
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
両

氏
の
戦
争
が
勃
発
し
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
義
氏
と
の
連
携
は
天
正

六
年
以
降
と
見
て
よ
い
。
⑱
は
そ
れ
以
降
の
も
の
と
比
定
し
て
よ
か
ろ

う。
そ
う
す
る
と
、
義
氏
と
為
信
が
下
国
氏
を
挟
み
撃
ち
す
る
計
画
は
、

前
述
し
た
天
正
六
年
末
に
来
次
氏
の
降
服
と
時
間
的
に
は
ほ
ぼ
合
致
す

る。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
際
に
義
氏
は
仙
北
郡
の
混
乱
を
調

停
し
続
け
な
が
ら
も
、
小
野
寺
氏
と
敵
対
す
る
金
沢
氏
に
も
支
援
す
る

と
い
う
両
面
工
作
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
愛
季
が
非

難
し
た
「
御
郡
内
御
造
作
出
来
不
及
申
候
。
是
以
庄
中
之
所
行
二
候
事

無
其
隠
候
」
の
通
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
、
本
論
は
三
節
を
通
し
て
、
大
宝
寺
義
氏
の
関
係
文
書
を
分
析

し
た
上
、
由
利
郡
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
大
宝
寺
氏
・
小
野
寺
氏
と
下
国

氏
（
津
軽
氏
も
含
め
て
）
の
関
係
変
化
を
追
求
し
義
氏
の
動
向
を
辿
り

付
き
、
そ
の
外
交
戦
略
の
方
針
転
換
の
経
緯
と
原
因
を
論
じ
た
。

史
料
検
討
を
通
し
て
、
大
宝
寺
義
氏
の
動
向
を
分
析
し
た
こ
と
で
、

天
正
期
出
羽
国
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的
な
説
明
が
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
羽
国
の
日
本
海
側
で
は
、
仙
北
小
野
寺
氏
の
内

乱
は
長
年
に
続
き
、
同
氏
の
衰
退
が
決
定
的
要
因
に
な
り
そ
れ
を
受
け

て
、
近
隣
の
強
大
勢
力
で
あ
る
下
国
愛
季
と
大
宝
寺
義
氏
が
台
頭
し
た
。

そ
し
て
、
小
野
寺
氏
の
衰
退
を
機
に
小
野
寺
氏
の
傘
下
に
あ
っ
た
由

利
郡
の
主
甜
権
を
、
下
国
愛
季
と
大
宝
寺
義
氏
が
奪
い
合
う
こ
と
に
な

り
、
後
に
大
宝
寺
義
氏
は
積
極
的
に
由
利
侵
攻
を
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、

勢
力
均
衡
の
崩
れ
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
。

さ
ら
に
視
野
を
広
く
眺
め
る
と
、
北
出
羽
に
お
け
る
津
軽
氏
と
下
国

氏
の
対
立
を
加
え
て
、
出
羽
国
中
北
部
に
わ
た
る
広
範
囲
な
対
戦
状
態

に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
論
で
は
検
討
し
き
れ
な
い
も
の
の
、
義
氏
が
最
上
郡
に
も

影
響
力
を
発
揮
し
、
当
時
徐
々
に
成
長
し
て
き
た
最
上
義
光
の
村
山
・

最
上
郡
侵
攻
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
動
き
が
⑬
⑳
）
で
確
認
で
き
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
天
正
期
前
半
の
出
羽
国
に
お
い
て
は
、
大
宝
寺
義
氏
は

お
わ
り
に

ま
さ
に
台
風
の
目
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
存
在
で
あ
る
と
評
価
で
き

ょう'。し
か
し
、
天
正
十
一
年
に
義
氏
の
横
死
に
よ
っ
て
、
右
の
対
立
状
態

の
一
角
が
一
時
崩
れ
た
。
最
上
義
光
は
義
氏
の
死
を
好
機
と
し
て
凄
ま

じ
く
台
頭
し
村
山
郡
•
最
上
郡
を
攻
略
し
た
上
で
、
庄
内
へ
進
出
し
よ

う
と
し
た
。
戦
国
末
期
の
出
羽
国
は
さ
ら
な
る
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。

二
0
一
四
年

注
(
l
)
家
永
遵
嗣
「
室
町
都
府
将
軍
権
力
の
研
究
」
、
東
京
大
学
日
本
史
学

研
究
室
、
一
九
九
五
年

(
2
)
杉
山
一
弥
「
室
町
幕
府
と
出
羽
大
宝
寺
氏
」
、
地
方
史
研
究
五
十
五

(
-
）
、
二

0
0
五
年
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
の
ち
「
室
町
都
府
の

東
国
政
策
」
に
収
録
、
思
文
閣
出
版
、
二

0
一
四
年

(
3
)
粟
野
俊
之
「
戦
国
期
に
お
け
る
大
宝
寺
氏
権
力
の
性
格
：
上

杉
氏
・
土
佐
林
氏
と
の
関
係
を
中
心
に
」
「
山
形
史
学
研
究

（
十
九
）
」
、
一
九
八
三
年
、
山
形
史
学
研
究
会
、
の
ち
に
「
織
豊
政

権
と
東
国
大
名
」
、
二

0
0
一
年
、
吉
川
弘
文
館

(
4
)
菅
原
義
勝
「
大
宝
寺
氏
と
越
後
国
守
護
上
杉
氏
」
「
駒
澤
大
学
大
学

院
史
学
論
集
」
（
四
0
)
二
0
1
0年
、
駒
澤
大
学
大
学
院
史
学
会
、

「
東
禅
寺
氏
永
考
：
天
正
ー
一
年
ま
で
を
中
心
に
」
「
山
形
県
地
域
史

研
究
」
（
三
九
）
、
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

(
5
)
保
角
里
志
「
南
出
羽
の
戦
国
を
読
む
」
高
志
書
院
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(
6
)
阿
部
哲
人
「
上
杉
謙
信
氏
に
お
け
る
小
泉
庄
の
政
治
的
位
置
ー
出
羽

庄
内
と
の
関
係
か
ら
—
」
、
「
米
沢
史
学
」
三0
号
、
米
沢
史
学
会
、

二
0
一
四
年

(
7
)
竹
井
英
文
「
出
羽
国
「
庄
内
問
題
」
再
考
」
「
織
豊
政
権
と
東
国
社

会
：
「
惣
無
事
令
」
論
を
越
え
て
」
吉
川
弘
文
館
、
二

0
―
二
年

(
8
)
「
本
荘
市
史
」
通
史
編
一
、
一
九
八
七
年

(
9
)
「
能
代
市
史
」
通
史
編
一
、
原
始
・
古
代
・
中
世
、
二

0
0
八
年

(10)
「
横
手
市
史
」
通
史
編
一
、
原
始
・
古
代
・
中
世
、
二

0
0
八
年

(11)
胡
仰
権
「
天
正
末
期
最
上
氏
の
庄
内
侵
攻
再
考
」
、
「
山
形
史
学
研
究
」

四
十
五
号
、
山
形
史
学
研
究
会
、
二

0
ー
六
年
、
な
お
、
（
天
正
十
一
年
）

四
月
一
日
付
古
口
某
宛
書
状
（
「
鶴
岡
市
史
古
代
・
中
世
史
料
上
」

二
九
七
号
、
以
下
は
「
鶴
岡
上
」
と
略
す
）
で
は
義
光
は
大
宝
寺
氏

が
「
向
当
方
相
求
等
閑
候
」
と
し
、
義
光
の
「
相
求
」
と
は
何
を
指

す
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
⑬
で
義
氏
は
反
義
光
勢
力
に
支
援
す
る

構
え
を
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
義
氏
に
反
義
光
勢
力

へ
の
支
援
を
止
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(12)
胡
仰
権
「
土
佐
林
禅
棟
に
関
す
る
一
考
察
」
「
山
形
県
地
域
史
研
究
」

（四

0
)
、
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
、
二

0
一
五
年

(13)
注
9
に
参
照

(14)
注
10
に
参
照

(15)
菅
野
正
道
氏
と
菅
原
義
勝
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
「
大
郷
町
史
」
史

料
墨
―
-
、
一
九
八
六
年

(16)
「
平
姓
高
倉
氏
鮎
川
之
伝
」
、
原
本
は
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
「
秋
田
藩

諸
士
系
図
」
一
八
に
あ
り
、
「
横
手
市
史
叢
書
」
十
、
「
史
料
絹
中
世

補
遺
①
」
補
一
四
0
号
、
横
手
市
二

0
0
八
年

(17)
酒
田
市
立
本
間
美
術
館
蔵
「
大
宝
寺
前
七
代
系
図
」
、
翻
刻
は
「
鶴

岡
市
史
古
代
中
世
史
料
』
下
、
七
十
九
号
、
三

0
八
頁

(18)
「
能
代
市
史
」
史
料
編
一
、
原
始
・
古
代
・
中
世
二
、
二

0
0
八
年

(19)
「
鵡
岡
上
」
二
八
九
号
文
書

(20)
義
光
官
途
の
初
見
は
天
正
十
六
年
と
さ
れ
る
三
月
九
日
付
徳
川
家
康

杏
状
で
あ
る
（
内
閣
文
庫
蔵
「
書
上
古
文
害
」
七
）
。
そ
れ
よ
り
前

は
義
光
の
官
途
を
確
認
で
き
る
史
料
が
皆
無
で
あ
る
。

(21)
「
信
長
公
記
j

巻
十
二
、
天
正
七
年
七
月
十
八
日
条

(22)
遠
藤
巌
「
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
音
喜
多
勝
氏
所
蔵
八
戸
湊
文
害
覚
書
」
「
弘

前
大
学
国
史
研
究
』
一

0
七
、
一
九
九
九
年

(23)
阿
部
洋
輔
「
長
尾
為
景
文
害
の
花
押
と
編
年
」
「
政
治
社
会
史
論
叢
』
、

山
田
英
雄
先
生
退
官
記
念
会
編
、
一
九
八
六
年
、
阿
部
氏
に
よ
れ
ば
、

浄
昌
の
花
押
は
為
景
の
最
晩
期
（
大
永
四
年
以
降
）
の

5
S
型
と
酷

似
し
て
い
る
と
い
う
。
氏
は
権
威
を
借
り
る
た
め
と
推
測
し
て
い
る

が
、
む
し
ろ
、
為
景
と
浄
昌
に
間
に
は
親
交
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

、。
＇＞ 

(24)
「
鶴
岡
上
」
二
九
一
号
、
二
九
二
号
文
書
で
は
、
義
光
は
砂
越
入
道

を
通
じ
て
、
愛
季
に
連
絡
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
義
光
と
砂

越
氏
と
の
接
触
に
つ
い
て
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
き
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
最
上
氏
と
砂
越
氏
は
そ
の
前
か
ら
連
絡
を
保
っ
て
い
た

と
み
て
妥
当
だ
ろ
う
。

- 61-

Akita UniversityAkita University



(25)
天
正
九
年
八
月
五
日
付
最
上
義
光
知
行
状
（
「
山
形
市
史
最
上
氏

関
係
史
科
」
一
六
二
頁
）
で
は
、
「
山
邊
南
分
之
内
、
仁
千
束
仁

百
五
十
か
り
為
取
置
候
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

天
正
九
年
夏
に
義
光
は
す
で
に
山
邊
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
と
見
ら

れ
、
山
辺
氏
の
結
末
は
不
明
だ
が
、
天
正
九
年
に
敗
北
し
た
と
見
て

妥
当
だ
ろ
う
。

(26)
「
永
禄
日
記
」
天
正
三
年
条
、
「
青
森
県
史
史
料
編
三
安
藤
氏
津

軽
氏
関
係
史
料
」

(27)
「
能
代
市
史
」
史
料
編
一
、
原
始
・
古
代
・
中
世
一
、
二

0
0
八
年

付
記本

稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
公
益
財
団
法
人
本
間
美
術
館
、
「
能
代
市
史
」

市
史
編
さ
ん
室
、
秋
田
県
公
文
書
館
か
ら
多
く
の
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を

感
謝
を
捧
げ
た
い
。
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